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	応用
	抗原情報
	背景
	発生過程のタイミング制御と、段階特異的な細胞運命の選択に関与する。miRNAの前駆体であるlet-7（pre-let-7）に特異的に結合し、miRNA生合成の抑制因子として作用する。pre-let-7に結合し、ZCCHC11/TUT4ウリジルトランスフェラーゼをリクルートすることで、pre-let-7の末端ウリジル化を誘導する。pre-let-7 miRNAのプロセシングを阻害し、発生過程のタイミング、多能性、代謝を制御するmRNAの翻訳を制御するRNA結合タンパク質（PubMed:21247876）。miRNAおよびmRNA標的において、共通の構造的Gカルテット（G4）特性を認識すると考えられる（可能性が高い）。特定のmRNAをポリソームへ誘導し、タンパク質合成効率を高める「翻訳エンハンサー」。翻訳機構および標的mRNAとの結合により、mRNA1分子あたりの開始イベント数が増加し、間接的にmRNAの安定化につながります。IGF2 mRNA、MYOD1 mRNA、ARBP/36B4リボソームタンパク質mRNA、および自身のmRNAに結合します。IGF2発現の翻訳上方制御を介して骨格筋分化プログラムに不可欠です。let-7、miR107、miR-143、miR-200cなどのマイクロRNA（miRNA）生合成の抑制因子です。miRNA前駆体（pre-miRNA）に特異的に結合し、pre-miRNA末端ループにある5'-GGAG-3'モチーフを認識し、TUT4およびtut7ウリジルトランスフェラーゼSをリクルートします。これにより、標的pre-miRNAの末端がウリジル化されます。ウリジル化されたpre-miRNAはDicerによって処理されず、分解されます。 let-7の発現抑制は正常な発生に必要であり、let-7を介した胚性幹細胞の分化を阻害することで多能性状態の維持に寄与する（PubMed:18951094、PubMed:19703396、PubMed:22118463、PubMed:22898984）。小胞体周囲領域に局在し、多数のスプライスされたmRNAに結合し、ERへ向かうmRNAの翻訳を阻害することで、膜貫通タンパク質、ERまたはゴルジ体腔タンパク質、および分泌タンパク質の合成を減少させる。PFKP、PDHA1、SDHAなどのいくつかの代謝酵素のmRNAに結合して翻訳を促進し、解糖および酸化的リン酸化を増加させる。これは、let-7の抑制と相まって、成体組織における組織修復を促進する可能性がある（類似性による）。
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	NCCIT 細胞溶解物中の Lin28 発現のウェスタン ブロット分析。

